




















































































ないし内容 （structure oにontent）によって説 肺されるものとされる。しかも，精神 （思
惟）作用はこの内容を志向するのではなく，この内容を白|らのうちに保持し，この内容に
より, 店らに志向性がもたら吝れるもの，と理解するのである。従って，ここでは，志向
性は，何らかの形で現存する外的対象との通常の関係（some real ordinary relation）に基
























































『想念的存往 （esse objectivum几 とは，何 よりも，神 により『思念 谷れた・所想的
（objecゼvum）存往』の講であり， また「認識 谷れた存往 （esse cognitum几，『可知的存
































真理の独立性は, < 本性》の独立性からの当然の帰結であるとともに その成立役拠たる
必然性が逆に神の意志を個々の《本匠》以上に縛ることになり，独立性 を増している，と
も言えよう。それは，現実存在の神に対する独白 吐一 神の思惟の外部 にあるということ
とは全く違った意昧で，神から独立しており，その非・被造性が逆にその存在の特殊
性(a certain degree of reality》を形成しているのである。
デカ ルトは，想念 的存在 とい う タームを，「思惟された対象としての精神内の存在
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すことで，デカルトの観念 の考え方，そ牡に連なる神の存在証 ㈲や真理の在り方が批判 与


































































































































































ころのもの（id quod intelli俳ur ）〉ではな《 ， 汗 れでもって知党が成立するところのも
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